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異常間隙水圧（いじょうかんげきすいあつ） 
間隙水（岩石中のすき間に含まれる水）が、何らかの要因で異常

に高い圧力を受けていることをいう。異常間隙水圧は、膨張性地

山や大出水等の原因の一つと考えられている。 
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海上音波探査（かいじょうおんぱたんさ） 
海の中で人工的に音を発振させ、地層境界で反射・屈折する音

波を用いて、海底下の地質構造を調査する物理探査手法 

 
ガス突出（がすとっしゅつ） 
坑道掘削時等にガスを含む層に遭遇するなどして、坑道内等に

ガスが充満する現象をいう。ガスに有害物質が含まれる場合や

引火性の物質を含む場合には、施工時の安全性に影響を及ぼ

す可能性がある。 

 
火成活動（かせいかつどう） 
地下深部でできたマグマが地殻に貫入したり、地表に噴出する、

あるいはマグマにより地下水、岩盤等にさまざまな物理化学的な

影響を生じさせる現象等をいう。 

 
活褶曲（かつしゅうきょく） 
層状の地層に水平方向の圧力が作用すること等により、波状に

変形する運動を褶曲運動といい、この褶曲運動が現在あるいは

最近まで進行し、地形の変形等として認められ、将来も活動す

る可能性のあるものを活褶曲という。考慮事項では過去数十万

年前以降活動したものを対象としている。 

 
活断層（かつだんそう） 
過去数十万年前以降くり返し活動したことのある断層で、将来も

活動する可能性のある断層 

 
活撓曲（かつとうきょく） 
地層が厚く堆積しているような地域で、深部の基盤が断層運動等

により上下に変位することにより、地表付近では断層が生じず、地

層が連続したまま屈曲しているもので、現在あるいは最近まで活動

し、将来も活動する可能性のあるもの。考慮事項では過去数十

万年前以降活動したものを対象としている。 

 
カルデラ 
普通の火口より大きく、輪郭が環状またはそれに近い形状の火

山の活動に伴う陥没地等をいう。 

 

岩脈（がんみゃく） 
マグマが地層中に脈状に貫入し、冷却・固結したもの 

 
空中写真判読（くうちゅうしゃしんはんどく） 
航空機等から撮影した地表面の写真（空中写真）を用いて、地形、

地質、土壌、植生等の状況を読み取る調査 

 
高レベル放射性廃棄物（こうれべるほうしゃせいはいきぶつ） 
原子炉の使用済燃料から再処理により有用物質を分離して生じ

る廃液またはそれを固化したものをいうが、一般には後者の意味

でガラス固化体を指して用いられることが多い。本資料では、｢特

定放射性廃棄物の最終処分に関する法律」における ｢第一種

特定放射性廃棄物」という語のかわりに ｢高レベル放射性廃棄物｣

を用いている。「第一種特定放射性廃棄物」には、海外再処理

により発生するTRU廃棄物と一定の基準に基づき交換され返還

されるガラス固化体も含まれる。 
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酸化還元性（さんかかんげんせい） 
物を酸化させるか還元させるかの性質をいう。一般に地下深部は、

金属が腐食しにくい等の還元的な環境にあるとされている。 

 
処分場（しょぶんじょう） 
地層処分に必要な人工バリアを含む一群の施設（地層処分施設）

と天然の岩盤（天然バリア）によって構成され、閉鎖後長期間

にわたって廃棄体を人間環境から安全に隔離するための機能を

もつシステムをいう。 

 
人工バリア（じんこうばりあ） 
地層処分において、廃棄体中の放射性物質を人間の生活環境か

ら隔離するために設計される障壁をいう。 

ガラス固化体、オーバーパック、充填材および緩衝材の総称で

あり、処分場の構成要素の一つ（詳しくは「処分場の概要」

P. 9 ～ 10を参照） 

 
推定活断層（すいていかつだんそう） 
「200万分の 1日本列島活断層図」（2002）では、断層活動に伴う

変位地形が最近数十万年前以降に形成されたものかどうかの判

定が、活断層に比べて難しいものや、変位地形そのものが、他の

理由（成因）で形成された可能性があることを示す断層としている。 
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出典：第四紀火山カタログ委員会編（１９９９）：「日本の第四紀火山カタログv.１.０（CDーROM版）」付図　日本の第四紀火山、日本火山学会 

第四紀火山の分布 添付図  ３ 

原図は縮尺３００万分の１無断複製・転載を禁じます 

 


